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COVID-19流行開始前後における一般消費者の豚肉および牛肉喫食

頻度の違い
〇佐々木 啓介1、石田 翔太1、渡邊 源哉1、本山 三知代1、松永 将伍2、岡 希3、大森 英之1、萩 達朗1、小林 美穂1

、野村 将1、窪田 朋代4、本間 文佳4、吉田 有里4、尾花 尚明4、奥村 寿章4、松本 和典4、中島 郁世1 (1.農研機構畜

産部門、2.長崎農技セ、3.宮城畜試、4.家畜改良セ)

 
【目的】COVID-19の流行は消費者の消費行動に多大な影響を及ぼしていると考えられ、今後の国産食肉の生

産・販売の戦略立案においては、 COVID-19流行が食肉消費行動に及ぼした影響を詳細に理解する必要があ

る。今回演者らは豚肉および牛肉について、一般消費者に対するアンケート調査を行い、 COVID-19流行開始前

後における豚肉および牛肉の喫食頻度の違いを調べたので報告する。【方法】2020年11月実施の豚肉の消費者型

官能評価（実験１）、および12月実施の牛肉の消費者型官能評価（実験２）において、付帯アンケートとして

COVID-19流行開始以前および以降における豚肉（実験１）および牛肉（実験２）の喫食頻度をたずねた。データ

は時期（ COVID-19流行開始以前もしくは以降）、被験者の年齢層および性別を主効果とし、累積ロジットをリ

ンク関数とした一般化線型モデル分析に供した。【結果】COVID-19流行開始前後で豚肉および牛肉のいずれとも

自宅で喫食する頻度に差は認められなかった(P>0.05)が、外食で喫食する頻度は有意に低下した(P<0.05)。

COVID-19の流行開始は食肉の消費においては外食での喫食頻度に影響を及ぼしたと考えられた。


